
ある日、昨日までの自分とはまるっきり違った人格となってしまうこともある認知症。 

家族の顔も思い出せない。「私は誰？ ここはどこ？ 今日は何曜日？」 

自分が自分でいられなくなるということは…… 

それでも人は生きていかなくてはならないのです。 

自分では認識できない家族と名乗る人に、あるいは施設の人に支えられながら。 

だから、その日を迎えるかもしれない誰かのために、 

私たちは、何ができるのか、何をしなくてはいけないのか、自らに問いかけてみませんか。 

 

期 日：平成 30 年 8月 1日（水）午後 1時～3時 

場 所：長野県男女共同参画センター・あいとぴあ 

      〒394-0081岡谷市長地権現町 4-11-51 電話番号：0266-22-5781 

参加費：無料 

 

パネリスト：  蟹江 弓子氏（諏訪市地域医療・介護連携推進センター「ライフドアすわ」副センター長） 

 今井 祐輔氏（株式会社和が家代表取締役） 

 進藤 竜一氏（富士見町社会福祉協議会地域福祉係長） 

 小笠原裕子氏（認知症の人と家族の会長野県支部諏訪地区会「あざみの会」世話人） 

 響谷千惠子氏（「24時間ケアサポートふじみ」サポーター・諏訪地区警察犬里親） 

コーディネーター：フリージャーナリスト内山 二郎氏（長野県長寿社会開発センター理事長） 

 

問い合わせ先：長野県長寿社会開発センター諏訪支部（担当：小口） 

       〒392-8601 長野県諏訪市上川 1-1644-10 諏訪保健福祉事務所内 

       電話 0266-57-2910  FAX 0266-57-2963  E-Mail nicesenior-suwa@proof.ocn.ne.jp 

※事前の申し込みは必要ありません。当日、直接会場にお越しください。 

 

テーマ： 

誰もがその人らしく生きるために 
   ― 地域で支え合う認知症サポートに向けて 

 

2016 年茅野会場 


